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研究成果の概要（和文）：最近の携帯端末の広がりにより教材情報システムへのアクセスも携帯端末から行うことが多
くなってきた。我々は新しくスクリプト言語を用いて携帯端末から使うことができるティーチングポートフォリオ（教
材情報システム）を構築し実証実験を行った。平成25年度と平成26年度は特に海外からのMOOC(Massive Open Online C
ourse)s の広がりにより、我々も教材情報システムとの関連で調査研究し我々の教材情報システムに組み込む研究を開
始した。成果として平成25年3月と平成26年3月に国際シンポジウムを主催し、海外研究者を招聘するなど継続研究（特
にオンライン学習）への基礎となる研究を行った。
研究成果の概要（英文）：Since the usage of mobile terminal has been going to increase remarkably, we 
researched for educational information systems using mobile terminal. We developed educational 
information system named by YATT, abbreviated for 'Yet Another Time Table', which can present lecture 
resources for delivering information and specify a schedule of the lecture. And we have reported some 
results about how to use educational information systems using mobile terminal.
 We also have held international symposiums in 2013 and in 2014 about MOOC (Massive Open Online Course)s 
invited from some foreign researchers. As a result, we had discussed and researched with foreign 
researchers about online learning topics.
研究分野：教育工学
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１．研究開始当初の背景	 
最近では、一般にスマートフォン等の携帯端
末を持ち歩くことが常となっている。さらに、
大学においては、授業時間内に限らず授業時
間外学習の不足の問題、リメディアル教育、
初年時教育の必要性が高まっている。これら
問題を解決するためには、オンディマンドコ
ンテンツを利用した授業を大規模に展開す
ることが解決の一つと考えることができる。
さらに、主に携帯端末を学習者が利用するこ
とにより、リアルタイムに効率よく学習者の
活動記録（学習記録を含む）を収集すること
ができ、それらを適切に分析し、フィードバ
ックすることにより高い学習効果を期待す
ることができる。そのため新たな携帯端末か
ら利用する教材情報システムの設計、開発が
急務である。	 
２．研究の目的	 
	 	 オンディマンドコンテンツを学習者に単に
発信するだけでなく、1.学習者の活動（学習
活動を含む）を詳細に記録する、2.学習後の
チェックテストを自動化する、3.学習者の活
動記録（学習記録を含む）を分析する、4.既
存のSNS、eポートフォリオ等の情報システム
と連携する、の4つ全ての要素が重要であると
考えている。一般に、オンディマンドコンテ
ンツを利用した授業には、対面式の授業の一
部として利用する場合（「以下「eラーニング
授業」という」）と通信教育課程のように100%
に近い形でオンディマンドコンテンツを利用
する場合が考えられるが、いずれの場合も学
習者の詳細な活動履歴管理と、チェックテス
トの自動化が非常に重要であり、学習結果を
適切に評価することによって学習者のモチベ
ーションを上げることが期待できる。eラーニ
ング授業の場合は、携帯端末を利用しリアル
タイムにアンケートに回答し、チェックテス
トに回答することが可能であるため、リアル
タイム性も重要視される。また、教員が活動
記録（学習記録を含む）を適切に分析し、学
習者に即座にフィードバックすることが可能
になり、分析、フィードバックについてもリ
アルタイム性が要求される。以上の機能を新
しい携帯端末を利用して効率よく処理する仕
組みを展開し、評価することが本研究の目的
である。	 
３．研究の方法	 
既に、多くの学習者は、所属している教育機
関のアカウントを所有し、さらに	 facebook、
twitter等、一般に無料で利用可能な情報シス
テムにもアカウントを所有している。本開発
手法を用いた設計、構築の際には、既存シス
テムとの連携、蓄積されたコンテンツとの連
携も必須であり、既存システムと連携するこ
とによって、短期間にユーザ要求に対応する
効率よいアジャイル開発が可能となる。「携
帯端末サイト（以下、ナビサイトという）」
を設置し、既存情報システムと連携する等、
学習者との密なコミュニケーションをとりな
がら、掲示板での投稿や、アンケート等の形
で学習者の要求を常に取り入れる仕組みを構
築する。	 
	 本研究課題以前の「基盤研究（C）新しい教
材情報システムの要素技術に関する研究、課
題番号：21500959」において、オブジェクト
指向プログラミング言語を用いた、サーバサ
イドフレームワークを用いたサーバ構築を考
え、もともと大規模でシステム構成要素の動
的変更が難しいサーバに対して、如何に動的
変化を容易に追加することができるかについ
て研究を行った。しかし、最近ではスクリプ
ト言語Javascript(Node.js等)、Ruby（Ruby	 
on	 Rail等）を利用したサーバ構築が注目され
ている。その理由として、サーバ自体の構成
要素の動的変更に対応する必要が高まって来
たこと、さらに上記のスクリプト言語を用い
たフレームワークでは容易に実現が可能であ
ることがあげられる。同様に、ユーザインタ
ーフェース構築においても、スクリプト言語
を用いたフレームワークを用いることにより、
比較的容易に動的変化するサイトを構築する
ことができる。オンディマンドコンテンツ配
信と、学習者の履歴管理についてもプロトタ
イプを実現しているので、本研究では携帯端
末からの利用を考え携帯端末上でのアプリを
実現する等で新しいサイトの構築が可能であ
る。以上より、本研究課題では、主に携帯端
末から利用する教材情報システム（ナビサイ
ト）構築のために上記の新しいフレームワー
クを用いる。	 
本研究課題以前に、我々は[鎌田、児玉、実
習型授業における学びを支援するための学生
フィードバック分析手法とその検証、平成23
年度教育改革ICT戦略大会、2011][Kodama,	 
Kamada,	 Nittono,	 A	 Study	 on	 Utilizing	 Data	 
Mining	 Performance	 of	 the	 Course	 in	 Online	 
Learning	 Environment、Sakai	 Conference	 
2011]において、既存の教材情報システム上で
収集した学習者アンケートをデータマイニン
グによりリアルタイム分析し、学習者へフィ
ードバックした事例研究を行った。しかし、
これら研究は、携帯端末からのアクセスに対
応しておらず、リアルタイム性に関する考察
も不十分である。本研究課題では、携帯端末
から利用するナビサイトの膨大な学習者の活
動記録（学習記録を含む）をデータマイニン
グにより分析する手法について研究し、さら
に、携帯端末を用いてどのように、学習者に
効率よくフィードバックすることができるか
を研究する。	 
	 
	 
４．研究成果	 
	 研究代表者は平成 24 年度と平成 25 年度に
はサバティカルとしてカリフォルニア大学
バークレー校に滞在し、海外の研究者と共に
議論し研究することができた。他の 2 名の研
究分担者とも遠隔会議システムを使って適
宜会議をした。	 
平成 24 年度は 1)文献検索 2)ナビサイトに
関する要求定義と外部設計を中心にプロト
タイプの設計、実装までを行った。研究代表
者が米国滞在ということもあり、海外の同様
の研究者や高等教育機関の関係者と意見交
換することができた。1)文献検索については、
最近のサーバ構築に関して新しい技術であ
る Java 言語によるサーバ構築、felix、sling、
Ruby 言語を使った。Rudy	 on	 Rails、
JavascriptによるNode.js等に関する概要に
ついて調査を行った。結果として非常に柔軟
性に富み、様々なモジュールが存在し、サー
バ、クライアント間全てを Javascript で記
述することができる Node.js を採用した。さ
らに、オープンソースとして Github に公開
しクラウド環境（Heroku）に載せプロトタイ
プを公開（http://yatt.herokuapp.com）し
た。構築した教材情報システム YATT（Yet	 
Another	 Time	 Table）は、時間割を元にした
ティチングポートフォリオとして稼働中で
ある。	 
	 学会報告としては、研究代表者が 2013 年 1
月の Matterhorn/opencast プロジェクトの
UnConference、研究代表者と寺脇が連携して
2013年3月に法政大学情報メディア教育研究
センター主催の「国際シンポジウム」を開催
し、各々発表を行った。鎌田は、9 月に私情
協でデータマイニングを用いた学習記録の
解析について論文を発表した。	 
	 米国（シリコンバレー）では、教育工学
（EduTech）に関する新しい技術、教授法に
関する新しい方法が提案されており、特に
flipped	 classroom に関する新しい提案がさ
れ、我々も講義を収録したビデオ映像を生か
した教授方法について新しい提案をした。	 
平成 25 年度は教材情報システム（ナビサ
イト）の開発としては「携帯端末への対応」
を中心に行った。本研究で設計、構築してい
る教材情報システム YATT（Yet	 Another	 Time	 
Table）について引き続きバージョンアップ
を行った。YATT は携帯端末を含めたインター
ネットブラウザから使用し「授業スケジュー
ル管理」の機能を持つ。ユーザ（主に教員）
毎に授業教材などデジタルコンテンツを掲
載し公開することができる。学習者は、公開
されたコンテンツを閲覧することができる。	 
平成 25 年度は携帯端末への対応を主に行
った一方、研究代表者は米国（シリコンバレ
ー）に滞在し「新しいブレンデット学習の方
法」に関する調査を行った。ICT を用いた教
育システム環境は変化が早い。情報処理学会
論文誌へ寄稿するために米国高等学校（チャ
ータースクールを含む）にインタビュー調査
に行った。米国の学校では情報システムが完
備され、親を含めた学習者が教員からのフィ
ードバックを常に受け、インターネットを通
してコミュニケーションできる環境が整備
されていることが分かった。本研究課題にお
いても、米国の最新事情を考慮し、次のステ
ップへ向けての計画策定を行った。特に、
MOOC(Massive	 Open	 Online	 Courses)s に関す
る話題が盛んに議論され、米国では「ポスト
MOOCs」に関する議論が盛んであることが分
かった。	 
学会報告としては、研究代表者と寺脇が、
英国で開催された DMS2014 において研究発表
を行った。さらに、平成 24 年度に引き続き、
研究代表者と寺脇が中心となり、国際シンポ
ジウム「第 2 回映像配信を利用した教育情報
システムの最新事情」を開催し、米国から教
育工学に関するスピーカーを招待した。海外
の研究者との議論も密に行っている。本研究
課題に関しても研究代表者、寺脇、鎌田がそ
れぞれ研究発表を行った。東京理科大学が主
催する「理科大フォーラム」においても論文
発表をした。	 
平成 26 年度は、本課題研究のまとめを行
う期間であった。大きな研究環境の変化は研
究代表者がシリコンバレーより日本に拠点
を変更した点である。日本に移すことによっ
て実際に本務大学において授業に対して本
研究課題で開発した教材情報システムを実
験することが出来た。海外出張も多く行い、
引き続き海外の最先端の研究者と情報交換
を行った。教材情報システムの開発としては
開発中の YATT（Yet	 Another	 Time	 Table）の
機能向上を行った。スマートフォンの発達に
より解像度が上がり、通常の PC のブラウザ
と変わりなく操作できるようになったので
特に大きな変更点はなくアクセスできるよ
うになった。実際に、法政大学の授業で YATT
を使い授業を展開した。	 
本研究課題の分野では MOOCs の広がりが顕
著であり、我々としても本研究課題を継続し
て要素技術、学習データ解析の分野で研究を
続けることができるのではないか、を中心に
検討した。実際に、経営学の分野で国際イン
ターンシップとして学生をマレーシアに連
れていき、日誌とアンケートを 12 回採るこ
とにより、アンケートについて学習データ解
析を行うことができた。人材育成の分野での
有用なデータ解析に役立った。本国際インタ
ーンシップでのデータ解析手法は論文とし
て発表予定である[Horaguchi,	 Kamada,	 
Yukimoto,	 International	 Internship	 for	 
Business	 Education:	 An	 Experiment	 to	 
Observe	 Creation	 of	 Trust,	 Proc.	 of	 AIB	 
Annual	 Meeting	 2015,	 2015]	 。本研究課題
の成果を元に、MOOCs の広がりに関して
Google 社のオープンソースソフトウェア
CourseBuilder を使ってオンラインコースを
作成するプロジェクトを本研究課題の継続
として発足した。CourseBuilder を使って容
易にオンラインコースを作成することがで
き、学習データ解析ツールも充実している。
本課題で構築した YATT も組み合わせて新た
な研究へ発展する予定である。	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